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６月議会に
ぜひお越しください。

議長席から議員席・傍聴席を見た様子です。

議場傍聴席入口はもちろんバリアフリーです。

7階議会フロアの展望ロビーからの眺望です。



 

 

 

 

 

３３３３３３３３３３月月月月月月月月月月議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会でででででででででで決決決決決決決決決決ままままままままままっっっっっっっっっったたたたたたたたたたここここここここここ３月議会で決まったこととととととととととと
　３月議会では、一般会計予算など議案49件と意見書１件を可決し、請願１件を採択、１件の報告を受けました。
　また、一般質問では３日間のうち、２日間にわたり会派代表質問で５名(他、関連質問２名)が、個人質問で６名
が登壇し、市長の政治姿勢など、多岐にわたる質問が活発に行われました。当初予算の詳細は３ページをご覧くだ
さい。

議議議議議議議議議議 案案案案案案案案案案・・・・・・・・・・意意意意意意意意意意見見見見見見見見見見議　 案・意見書書書書書書書書書書書
平成27年度　延岡市一般会計予算　他６件
延岡市行政手続条例の一部改正
延岡市手数料条例の一部改正
延岡市土砂の採取等及び埋立て等に伴う災害の防止に関する条例の一部改正
延岡市簡易水道事業条例及び延岡市簡易水道事業に地方公営企業法を適用する条例の一部改正
延岡市国民健康保険条例の一部改正
延岡市家畜排せつ物処理センター条例の一部改正
延岡市企業立地促進条例の一部改正
延岡市農産物直売・食材供給施設条例の一部改正
延岡市介護保険条例の一部改正
延岡市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
延岡市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サー
ビスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正
延岡市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果
的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正
延岡市包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の一部改正
延岡市老人デイサービスセンター条例の一部改正
延岡市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担額を定める条例の制定
延岡市保育所設置条例の一部改正
延岡市保育の実施に関する条例の廃止
延岡市立幼稚園条例の一部改正
地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条
例の制定
延岡市学校給食共同調理場条例の一部改正
延岡市北浦保健福祉センター条例の一部改正
新市建設計画の一部変更
総合整備計画の策定(上三輪辺地・上鹿川辺地・下鹿川辺地・二股辺地・三ケ村辺地・早日渡辺地）
工事請負契約の締結（新庁舎建設　２期建築主体工事）
平成26年度延岡市一般会計補正予算　他５件
延岡市一般職職員給与条例等の一部改正
延岡市職員退職手当支給条例の一部改正
平成26年度延岡市一般会計補正予算（２次分）
副市長の選任（岩本真一氏）
人権擁護委員候補者の推薦（矢野廣文氏）
【議会提案】延岡市職員等の旅費及び費用弁償に関する条例の一部改正
【議会提案】延岡市議会委員会条例の一部改正
適正な法曹人口のための法曹養成制度の抜本的見直しを求める意見書（案）

報報報報報報報報報報 告告告告告告告告告告 案案案案案案案案案案報　 告　 案　 件件件件件件件件件件件
専決処分の報告（人身・車両損傷事故に係る和解及び損害賠償の額の決定）

金　額区　分

日額2,000円10㎞未満

日額2,500円
10㎞以上
20㎞未満

日額3,000円20㎞以上

請　 願
適正な法曹人口のため
の法曹養成制度の抜本
的見直しを求める請願
を採択し、国に意見書
を提出しました。
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　平成27年度各会計予算は、３月議会において、「一般会計」「国民健康保険特
別会計」「介護保険特別会計」「後期高齢者医療特別会計」は採決の結果、賛成
多数で、「食肉センター特別会計」「水道事業会計」「下水道事業会計」について
は全員異議なく可決しました。
　質疑・応答の一部を掲載します。

伸率
（％）26年度 27年度区　分

△5.0606億8,800万0千円576億3,800万0千円一般会計

12.4163億3,092万6千円183億5,955万1千円国民健康保険 

特別
会計

010万0千円10万0千円食肉センター 

1.5131億6,536万4千円133億6,225万1千円介 護 保 険 

1.415億7,454万9千円15億9,584万8千円後期高齢者医療 

△3.044億6,845万9千円43億3,366万1千円水 道 事 業 企業
会計 △0.571億5,343万3千円71億1,558万7千円下 水 道 事 業 
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城山公園景観整備事業
　樹木の伐採や剪定等と併せて、継続して三階やぐら
復元を視野に入れた調査検討を行う。

津波避難施設整備事業
　5ヶ年以内に特定津波避難困難地域に避難施設等を
整備し、避難困難地域の解消を図る。27年度は長浜地
区の津波避難タワーの整備等を行う。

Q．整備方法や整備期間についての展望は？

A．三階やぐら復元の調査・検討については、
まだ課題が残っているため、時間がかかる
と思われるが、城跡の景観整備について
は、現在、城跡らしい石垣の見せ方等の検
討を行っており、27年度には、市民の理解
を得ながら事業の一部に着手する計画で
ある。

Q．津波避難タワーを整備していくにあたっ
て、地域住民の避難方法や、備品の要望な
どの協議は？

A．避難訓練を繰り返す中で、避難の際に必
要なものは何か、また、それを避難所か自
宅のどちらに備えるべきかといったこと
を含め、地域の方々と議論しながら、内容
を作り上げていきたい。

小児医療情報提供事業
　小児の保護者が自分のスマートフォンなどに子ども
の誕生日を登録することにより、予防接種のスケ
ジュール管理や各種検診案内の情報を受け取ることが
できる。

延岡の元気な中小企業応援事業
　市内の中小企業などが行う新技術・新商品・新サービ
スなど、戦略を持った意欲的な取り組みを支援する。

Q．期待される効果は？

A．接種漏れを防ぐことによって、接種率が
上がり、感染症の患者が減り、小児医療機
関の負担が減るといった効果が期待され
る。
　　また、流行している感染症の情報を提供
し、予防に努めていただくといった効果も
期待される。

Q．補助の判断基準と対象企業数は？

A．国、県、市の関係者や有識者等で構成す
る審査会において、申請書類やプレゼン
テーションの内容を基に判断する。対象
企業数は、上限300万円の補助対象企業を
5社、上限100万円の補助対象企業を10社
見込んでいる。多くの企業に申請してい
ただけるよう努めたい。
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政策提言議員協議会の提言政策提言議員協議会の提言政策提言議員協議会の提言政策提言議員協議会の提言政策提言議員協議会の提言

23年度に
「電子入札の導入」を提案した結果

　27年度から、入札と契約事務のIT化を図るこ
とにより、効率化・透明性の向上を図る電子入札
システムの導入が決まりました。

23年度に
「津波避難タワーの整備」を提案した結果

　27年度に長浜地区に津波避難タワーを整備
し、熊野江・二ッ島地区に津波避難施設整備に向
けた実施設計が行われることが決まりました。

26年6月議会で
「子どもの医療費助成を小学校卒業まで引き上
げることを求める請願」を採択した結果

　27年4月から、小学生の入院に係る医療費に
関して、ひと月の自己負担額を1,000円（1診療
機関）とすることが決まりました。

24年度に
「ＩＣＴ教育の推進」を提案した結果

　25・26年度に市立北方学園小中学校をモデル
校としたＩＣＴ教育の推進が図られました。ま
た、27年度から順次整備が進む予定となってい
ます。

25年度に
「観光・物産の情報発信基
地としての新たな施設整
備」を提言した結果

「ひむか遊パークうみウ
ララ」エリアの北浦町に
物販・レストラン、イン
フォメーション、リラク
ゼーション等の機能を配
置する(仮称)北浦臨海
パークの基本構想を策定
しています。

新
た
な
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客
施
設
の
整
備

24年度に
「危機管理意識向上を図
るための施策の推進」を
提言した結果

　津波避難場所案内図、
海抜表示板、津波避難ビ
ル標識が公共施設等に設
置されたほか、津波ハ
ザードマップが作成され
ました。
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強
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23年度に
「高速道路開通を見据え
た道の駅の駐車場の拡充
や大型案内看板設置」を
提言した結果

　道の駅「北川はゆま」
で売場面積の拡充、レス
トラン部門の充実や駐車
場、トイレの拡充が図ら
れ、シャワー施設や大型
案内看板が設置されまし
た。
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26年度の政策提言
　3月30日に政策提言議員協議会
で市長に提言を行いました。提言
内容は次のとおりです。
1．「子育て支援」について
ᾇ仕事と子育ての両立支援　
ᾈ支援施設の拡充による子育て
相談の充実

2．「医療体制の充実」について
ᾇ新規開業補助金制度の見直し
3．「公共施設の有効活用」について
ᾇ廃校舎の有効活用　
ᾈ教職員住宅の有効活用
※詳しい内容は市議会のホーム
ページをご覧ください。
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る
職
員
配
置
を
検
討
し
て
い
く
Ố 

ừ
問
Ử 
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
ỏ

第
一
次
産
業
の
さ
ら
な
る
振
興

に
力
を
入
れ
て
は
Ố

ừ
答
Ử 
平
成　

年
度
か
ら
特
産
品

27

等
の
贈
呈
を
行
う
こ
と
と
し
た
Ố

ủ
観
光
・
体
験
Ứỏủ
食
事
・
グ
ル
メ
Ứ

さ
ら
に
ủ
ホ
テ
ル
宿
泊
Ứ
も
セ
ỽ

ト
に
し
た
商
品
や
特
産
品
等
の

贈
呈
に
よ
り
ỏ
第
一
次
産
業
の
振

興
や
観
光
産
業
の
振
興
な
ど
ỏ
本

市
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
Ố

ừ
問
Ử 
本
市
に
お
け
る
小
児
科
医

の
実
態
は
Ố

ừ
答
Ử 
ݱ
ࡏ
7
ҩ
ྍ
ػ
ؔ
と
な
ỳ

て
い
る
が
ỏ
খ
ࣇ
Պ
の
ࡏ
୐
౰
൪

ҩ
制
に
৽
た
に
�
ҩ
ྍ
ػ
ؔ
が

ࢀ
加
し
ỏ
本
年
�
݄
か
ら
໷
間
ٸ

ප
セ
ン
λ
ồ
の
೔
༵
਍
ྍ
の
一

市政を問う !!市 政を問う !!市 政を問う !!市 政を問う !!市 政を問う !!市 政を問う !!市 政を問う !!市 政を問う !!

社民党市議団
代表質問　長友幸子議員
関連質問　佐藤大志議員

○延岡市版総合戦略　
○太陽光発電設備
○空き家対策　
○高齢者施策
○保育士の処遇改善　他

延岡きずな自民の会
代表質問　佐藤裕臣議員
関連質問　内田理佐議員

○３北総合支所のあり方
○ふるさと納税
○小児医療
○西階野球場　
○新庁舎建設　他

友愛クラブ
代表質問　稲田和利議員

○延岡駅周辺整備
○城山周辺整備
○メディカルタウン構想
○地域医療
○行財政改革　他

上田美利議員(延岡きずな自民の会)
○ユネスコエコパーク登録
○ＥＴＯランド
○アユ資源　他

中城あかね議員(延岡きずな自民の会)
○土曜授業
○子どもの貧困対策
○東九州新幹線構想　他

小野正二議員(公明党市議団)
○社会保障・税番号制度
○阿蘇山等による降灰対策
○北川町熊田橋の今後の整備　他

葛城隆信議員(友愛クラブ)
○公共施設の耐震化　
○旧消防庁舎等の活用　
○樫山交差点の交通渋滞緩和　他

稲田雅之議員(延岡きずな自民の会)
○延岡南道路無料化
○南向きランプの新設
○土々呂公園改修計画の策定　他

上杉泰洋議員(無所属)
○空き家対策
○西郷隆盛のドラマ等の制作
○子ども・子育て支援新制度　他

のべおか市民派クラブ
代表質問　甲斐正幸議員

○歩道整備
○点字ブロック
○合宿誘致
○ひむか遊パーク拠点基地
○延岡花物語　他

公明党市議団
代表質問　西原茂樹議員

○職員定数
○市職員の区への加入
○市職員の業務上のミス
○長寿祝金支給事業
○肺炎球菌予防接種費用助成　他

※質問の一部を掲載します。

３
月
10
日

３
月
11
日

３
月
12
日

議員13名が
一般質問
議員13名が
一般質問

３
月
10
日
質
問

延
岡
市
版
総
合
戦
略

延
岡
市
版
総
合
戦
略

延
岡
市
版
総
合
戦
略

太
陽
光
発
電
設
備

太
陽
光
発
電
設
備

太
陽
光
発
電
設
備

空
き
家
対
策

空
き
家
対
策

空
き
家
対
策

高
齢
者
施
策

高
齢
者
施
策

高
齢
者
施
策

３
北
総
合
支
所
の
あ
り
方

３
北
総
合
支
所
の
あ
り
方

３
北
総
合
支
所
の
あ
り
方

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税

小
児
医
療

小
児
医
療

小
児
医
療

延岡市ホームページ
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部
に
ỏ
宮
崎
大
学
よ
り
新
た
に
医

師
が
派
遣
さ
れ
る
Ố

ừ
問
Ử 
西
階
野
球
場
の
改
修
が
必

要
と
思
わ
れ
る
が
ỏ
電
光
掲
示
板

の
設
置
と
ỏ
障
が
い
者
に
や
さ
し

い
野
球
場
と
し
て
の
観
覧
席
へ

の
ス
ロ
ồ
プ
設
置
は
Ố

ừ
答
Ử 
建
設
後　

年
が
経
過
し
ỏ

50

老
朽
化
が
進
み
ỏ
生
活
様
式
の
変

化
へ
の
対
応
も
遅
れ
て
い
る
Ố
ス

コ
ア
ボ
ồ
ド
に
つ
い
て
は
ỏ
電
光

表
示
内
容
や
改
修
規
模
等
に
つ
い

て
調
査
研
究
を
行
ỳ
て
い
る
Ố
競

技
者
や
観
客
の
視
点
に
立
ỳ
た
施

設
整
備
を
行
ỳ
て
い
き
た
い
Ố

ừ
問
Ử 
平
成　

年
４
月
の
職
員
数

27

と
第
７
次
行
財
政
改
革
に
お
け

る
職
員
数
の
目
標
は
Ố

ừ
答
Ử 
職
員
数
は
１
１
９
６
名
に

な
る
見
込
み
Ố
職
員
数
の
目
標

に
つ
い
て
は
ỏ
市
民
の
意
見
等
も

参
考
に
検
討
す
る
Ố

ừ
問
Ử 
区
に
未
加
入
の
市
職
員
が

い
る
Ố
率
先
し
て
加
入
す
べ
き

だ
と
思
う
が
ỏ
現
状
と
対
策
は
Ố

ừ
答
Ử 
市
職
員
の
お
よ
そ
９
割
が

加
入
Ố
今
後
と
も
未
加
入
職
員
の

加
入
促
進
を
粘
り
強
く
続
け
る
Ố

ừ
問
Ử 
監
査
報
告
書
を
見
る
と
ỏ

あ
ま
り
に
も
単
純
ミ
ス
が
多
い
Ố

ミ
ス
を
無
く
す
対
策
は
Ố

ừ
答
Ử 
各
課
室
に
お
い
て
ỏ
事
務

処
理
ミ
ス
防
止
対
策
推
進
員
を

配
置
し
ỏ
職
場
内
研
修
会
を
実

施
Ố
事
務
処
理
方
法
の
改
善
等

に
も
組
織
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
Ố 

ừ
問
Ử 
祝
金
の
支
給
基
準
を
９
月

に
し
て
い
る
た
め
ỏ
例
え
ば
４
月

生
ま
れ
の
方
は
９
月
の
基
準
日

ま
で
健
在
で
な
け
れ
ば
祝
金
を

貰
え
な
い
し
ỏ
誕
生
日
が
基
準
日

以
降
の
方
は
年
齢
に
達
し
て
い

な
く
て
も
ỏ
貰
え
る
お
か
し
な
制

度
と
な
ỳ
て
い
る
が
Ố

ừ
答
Ử 
国
・
県
に
お
い
て
も
９
月
を

基
準
と
し
て
い
る
Ố
同
様
の
取
り

扱
い
で
本
事
業
を
継
続
す
る
Ố

ừ
問
Ử 
高
齢
者
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
ỏ
疾
病
の
発
症
と
重
症
化
の

予
防
効
果
が
期
待
で
き
る
Ố　
65

歳
か
ら
５
歳
刻
み
で
は
な
く
ỏ
全

員
を
対
象
者
に
し
て
は
Ố

ừ
答
Ử 
安
定
的
か
つ
確
実
な
接
種

の
機
会
を
設
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
ỏ
自
治
体
の
財
政
負
担
等

を
勘
案
し
ỏ
国
が
対
象
年
齢
を
設

定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
ỏ
国
の
制

度
に
合
わ
せ
て
実
施
し
た
い
Ố

ừ
問
Ử 
駅
周
辺
整
備
計
画
の
全
体

事
業
費
及
び
複
合
施
設
の
整
備

方
針
は
Ố

ừ
答
Ử 
用
地
取
得
や
Ｊ
Ｒ
九
州
に

対
す
る
補
償
費
等
の
事
業
費
は

　

億
円
程
度
ỏ
駅
構
内
の
跨
線

18橋
ỏ
東
西
自
由
通
路
等
を
含
め
た

全
体
事
業
費
は　

億
円
程
度
見

45

込
ま
れ
る
Ố
キ
ỽ
ズ
ス
ペ
ồ
ス

の
配
置
や
カ
フ
ỻ
ỏ
読
書
を
楽
し

め
る
空
間
づ
く
り
ỏ
観
光
物
産
ỏ

情
報
発
信
機
能
も
整
備
す
る
Ố

ừ
問
Ử 
城
山
公
園
再
整
備
事
業
の

取
り
組
み
と
今
後
の
対
応
は
Ố

ừ
答
Ử 
三
階
や
ぐ
ら
復
元
に
つ
い

て
は
地
質
調
査
ỏ
法
面
安
定
化
解

析
を
実
施
し
た
結
果
ỏ
物
理
的
に

は
建
築
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
Ố
市
民
の
意
見
を
聞
き

復
元
に
必
要
な
取
り
組
み
を
進

め
る
Ố
ま
た
ỏ
第
6
次
長
期
総
合

計
画
に
反
映
さ
せ
た
い
Ố

ừ
問
Ử 
延
岡
市
メ
デ
ỹ
カ
ル
タ
ウ

ン
構
想
の
こ
れ
ま
で
の
総
括
と

成
果
は
Ố

ừ
答
Ử 
医
工
分
野
に
お
い
て
地
元

企
業
の
医
療
機
器
産
業
へ
の
新

規
参
入
が
活
発
化
し
て
お
り
ỏ
九

州
保
健
福
祉
大
学
及
び
宮
崎
大

学
は
も
と
よ
り
ỏ
九
州
大
学
や
医

療
機
器
メ
ồ
カ
ồ
と
の
連
携
に

よ
り
ỏ　

件
の
研
究
開
発
が
進
ん

16

で
い
る
Ố

ừ
問
Ử 
研
修
医
を
受
け
入
れ
る
場

と
し
て
の
県
立
延
岡
病
院
の
位

置
づ
け
は
Ố

ừ
答
Ử 
平
成　

年
度
か
ら
宮
崎
大

27

学
医
学
部
の
地
域
特
別
枠
の

方
々
の
初
期
臨
床
研
修
が
ス

タ
ồ
ト
す
る
こ
と
か
ら
ỏ
研
修
医

療
施
設
と
し
て
県
立
延
岡
病
院

が
持
つ
ポ
テ
ン
シ
Ỿ
ル
を
活
か

し
ủ
地
域
医
療
ỏ
救
急
医
療
を
学

ぶ
場
Ứ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る

よ
う
に
関
係
機
関
に
要
望
し
て

い
く
Ố

ừ
問
Ử 
カ
ラ
ồ
舗
装
歩
道
上
の
点

字
ブ
ロ
ỽ
ク
が
歩
道
の
劣
化
と

と
も
に
剥
が
れ
ỏ
目
の
不
自
由
な

方
は
も
ち
ろ
ん
ỏ
健
常
者
に
と
ỳ

て
も
危
険
と
思
わ
れ
る
が
対
応

は
Ố

ừ
答
Ử 
カ
ラ
ồ
舗
装
上
の
点
字
ブ

ロ
ỽ
ク
に
つ
い
て
は
ỏ
年
月
の
経

過
と
と
も
に
舗
装
面
の
劣
化
や

点
字
ブ
ロ
ỽ
ク
自
体
の
変
形
な

ど
が
生
じ
て
い
る
の
で
ỏ
道
路
パ

ト
ロ
ồ
ル
等
を
通
し
て
補
修
を

行
ỳ
て
い
る
Ố
新
年
度
早
々
に

取
り
組
む
歩
道
の
一
斉
点
検
と

併
せ
て
ỏ
今
後
も
注
意
を
払
ỳ
て

い
く
Ố

 

３
月
11
日
質
問

長
寿
祝
金
支
給
事
業

長
寿
祝
金
支
給
事
業

長
寿
祝
金
支
給
事
業

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
費
用
助
成

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
費
用
助
成

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
費
用
助
成

延
岡
駅
周
辺
整
備

延
岡
駅
周
辺
整
備

延
岡
駅
周
辺
整
備

西
階
野
球
場

西
階
野
球
場

西
階
野
球
場

職
員
定
数

職
員
定
数

職
員
定
数

西階運動公園　野球場

市
職
員
の
区
へ
の
加
入

市
職
員
の
区
へ
の
加
入

市
職
員
の
区
へ
の
加
入

市
職
員
の
業
務
上
の
ミ
ス

市
職
員
の
業
務
上
の
ミ
ス

市
職
員
の
業
務
上
の
ミ
ス 区に加入しましょう。

城
山
周
辺
整
備

城
山
周
辺
整
備

城
山
周
辺
整
備

メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
構
想

メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
構
想

メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
構
想

地
域
医
療

地
域
医
療

地
域
医
療

歩
道
整
備

歩
道
整
備

歩
道
整
備

⁣



ừ
問
Ử 
野
口
記
念
館
か
ら
中
小
企

業
振
興
セ
ン
タ
ồ
に
向
か
う
歩

道
の
点
字
ブ
ロ
ỽ
ク
は
除
去
さ

れ
た
ま
ま
と
な
ỳ
て
い
る
が
ỏ
ど

う
し
て
除
去
さ
れ
た
の
か
Ố
ま

た
ỏ
今
後
の
設
置
予
定
は
Ố

ừ
答
Ử 
点
字
ブ
ロ
ỽ
ク
自
体
が
変

形
し
て
い
た
た
め
補
修
の
検
討
を

し
た
が
ỏ
部
分
的
な
補
修
が
困
難

で
あ
ỳ
た
た
め
す
べ
て
除
去
し

た
Ố
平
成　

年
度
で
復
旧
す
る
Ố

27

ừ
問
Ử 
２
０
１
９
年
ラ
グ
ビ
ồ

ワ
ồ
ル
ド
カ
ỽ
プ
日
本
大
会
が
ỏ

九
州
で
は
熊
本
・
大
分
・
福
岡
で

開
催
さ
れ
る
が
ỏ
子
ど
も
達
に
夢

を
与
え
る
意
味
で
も
ỏ
事
前
合
宿

の
誘
致
の
考
え
は
Ố

ừ
答
Ử 
ト
ỽ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
の

プ
レ
ồ
を
間
近
で
見
る
こ
と
で
子

ど
も
達
の
意
欲
向
上
や
競
技
力
向

上
・
ラ
グ
ビ
ồ
競
技
の
発
展
が
期

待
で
き
る
と
考
え
る
Ố
事
前
合
宿

に
つ
い
て
は
ỏ
県
と
十
分
に
連
携

し
ỏ
関
係
団
体
と
の
協
議
を
行
い

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
Ố

ừ
問
Ử 
祖
母
傾
エ
コ
パ
ồ
ク
登
録

に
向
け
た
取
り
組
み
は
Ố

ừ
答
Ử 
大
分
県
内
の
関
係
市
町
と

連
携
し
平
成　

年
7
月
登
録
を
目

29

指
す
Ố
市
民
に
優
れ
た
自
然
を
再

認
識
し
て
も
ら
う
た
め
の
Ｐ
Ｒ
ỏ

講
演
会
を
実
施
し
て
い
く
Ố

ừ
問
Ử 
Ｅ
Ｔ
Ｏ
ラ
ン
ド
の
入
場
者

数
と
太
陽
光
発
電
の
活
用
は
Ố

ừ
答
Ử 
人
工
芝
ス
キ
ồ
場
廃
止
後

の
入
場
者
数
は
ỏ
廃
止
前
の
１
年

間
と
比
べ
る
と
半
分
ほ
ど
で
あ

る
が
ỏ
小
学
生
キ
Ỿ
ン
プ
の
参
加

者
は
昨
年
度
よ
り　

％
増
加
し

50

た
Ố
太
陽
光
発
電
所
は
新
た
な

観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る
Ố

ừ
問
Ử 
ア
ユ
資
源
減
少
の
原
因
と

対
策
は
Ố

ừ
答
Ử 
直
接
的
な
要
因
の
特
定
に

は
至
ỳ
て
い
な
い
Ố
ア
ユ
需
給

調
整
会
議
に
て
ỏ
瀬
が
け
漁
の
期

間
短
縮
や
海
産
稚
鮎
採
捕
量
削

減
を
行
う
な
ど
ỏ
ア
ユ
資
源
の
増

殖
に
向
け
た
対
策
に
努
め
る
Ố

ừ
問
Ử 
平
成　

年
1
月
よ
り
運
用

28

が
始
ま
る
が
ỏ
制
度
の
利
用
範
囲

は
Ố

ừ
答
Ử 
年
金
の
資
格
取
得
・
給
付
に

関
す
る
事
務
や
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
ỏ
確
定
申
告
等
に
関
す
る

事
務
に
利
用
で
き
る
Ố

ừ
問
Ử 
火
山
灰
は
ỏ
火
山
岩
が
粉
々

に
な
ỳ
た
細
か
い
粒
子
だ
が
ỏ
健

康
へ
の
影
響
は
Ố

ừ
答
Ử 
健
康
被
害
を
引
き
起
こ
す

こ
と
は
少
な
い
が
ỏ
降
灰
時
は
ỏ

喉
や
目
ỏ
皮
膚
の
炎
症
ỏ
咳
等
の

症
状
が
出
る
場
合
が
あ
り
ỏ
肺
や

心
臓
に
疾
患
が
あ
る
方
は
ỏ
注
意

が
必
要
で
あ
る
Ố

ừ
問
Ử 
熊
田
橋
は
ỏ
昭
和
7
年
に

架
設
さ
れ
ỏ
現
在
は
通
行
規
制
中

だ
が
ỏ
今
後
の
整
備
は
Ố

ừ
答
Ử 
来
年
度
に
点
検
を
予
定
し

て
お
り
ỏ
結
果
に
基
づ
き
整
備
手

法
ỏ
時
期
を
検
討
す
る
Ố

 

ừ
問
Ử 
こ
れ
ま
で
ỏ
様
々
な
場
面

で
延
岡
南
道
路
無
料
化
に
つ
い
て

要
望
し
て
き
た
が
ỏ
現
在
ỏ
ど
の

よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
Ố

ừ
答
Ử 
国
や
西
日
本
高
速
道
路
᷂

に
対
し
て
要
望
し
て
き
た
Ố
地

域
の
状
況
は
ỏ
十
分
に
理
解
し
て

貰
ỳ
て
い
る
が
ỏ
延
岡
南
道
路
が

全
国
路
線
網
の
料
金
プ
ồ
ル
制

に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
た
め
ỏ
無

料
化
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し

い
Ố

ừ
問
Ử 
延
岡
南
Ｉ
Ｃ
か
ら
国
道　
10

号
に
接
続
す
る
新
た
な
道
路
に

つ
い
て
は
ỏ
ど
の
よ
う
に
新
設
ỏ

改
良
す
る
の
が
望
ま
し
い
か
Ố

ừ
答
Ử 
国
道　

号
に
接
続
す
る
新

10

た
な
道
路
は
ỏ
伊
形
町
と
塩
浜
町

を
結
ぶ
南
延
岡
イ
ン
タ
ồ
線
か

ら
国
道　

号
旭
ἃ
丘
付
近
に
直

10

接
乗
り
降
り
で
き
る
南
向
き
ラ

ン
プ
を
想
定
し
て
い
る
Ố
整
備

に
つ
い
て
は
ỏ
今
後
も
国
・
県
と

協
議
を
行
い
要
望
し
て
い
く
Ố

ừ
問
Ử 　

年
度
か
ら
市
内
の
全
市

27

立
小
中
学
校
で
実
施
す
る
が
課

題
は
Ố

ừ
答
Ử 
県
内
で
は
本
市
ͩ
け
が
実

３
月
12
日
質
問

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

点
字
ブ
ロ
ッ
ク

点
字
ブ
ロ
ッ
ク

点
字
ブ
ロ
ッ
ク

合
宿
誘
致

合
宿
誘
致

合
宿
誘
致

老朽化した点字ブロック

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
登
録

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
登
録

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
登
録

注
１Ｅ

Ｔ
Ｏ
ラ
ン
ド

Ｅ
Ｔ
Ｏ
ラ
ン
ド

Ｅ
Ｔ
Ｏ
ラ
ン
ド

北
川
町
熊
田
橋
の
今
後
の
整
備

北
川
町
熊
田
橋
の
今
後
の
整
備

北
川
町
熊
田
橋
の
今
後
の
整
備

南
向
き
ラ
ン
プ
の
新
設

南
向
き
ラ
ン
プ
の
新
設

南
向
き
ラ
ン
プ
の
新
設

注
２

土
曜
授
業

土
曜
授
業

土
曜
授
業

ア
ユ
資
源

ア
ユ
資
源

ア
ユ
資
源

阿
蘇
山
等
に
よ
る
降
灰
対
策

阿
蘇
山
等
に
よ
る
降
灰
対
策

阿
蘇
山
等
に
よ
る
降
灰
対
策

阿蘇山の噴煙熊田橋

延
岡
南
道
路
無
料
化

延
岡
南
道
路
無
料
化

延
岡
南
道
路
無
料
化

⁤



施
す
る
た
め
ỏ
市
を
越
え
た
競
技

団
体
の
大
会
や
社
会
教
育
活
動

な
ど
で
の
日
程
調
整
が
必
要
と

な
る
Ố

ừ
問
Ử 
本
市
の
現
状
と
対
策
は
Ố

ừ
答
Ử 
就
学
援
助
の
認
定
者
数
や

生
活
保
護
世
帯
が
年
々
増
加
し

て
お
り
ỏ
子
育
て
家
庭
の
経
済
状

況
に
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
Ố
対
策
に
つ
い

て
は
ỏ
各
種
手
当
の
支
給
や
就
学

援
助
ỏ
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
就
労

支
援
ỏ
家
庭
相
談
員
や
ス
ク
ồ
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ồ
に
よ
る
相
談
支

援
な
ど
ỏ
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ồ
ジ
に
応
じ
た
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
る
Ố

ừ
問
Ử 
学
校
施
設
以
外
の
公
共
施

設
の
耐
震
化
率
と
ỏ
耐
震
化
に
向

け
た
今
後
の
取
り
組
み
は
Ố

ừ
答
Ử 
平
成　

年
３
月
末
時
点
の

24

耐
震
化
率
は
約　

％
と
な
ỳ
て

79

お
り
ỏ
耐
震
化
に
つ
い
て
も
調
査

し
て
い
る
Ố
公
共
施
設
維
持
管

理
計
画
の
内
容
に
基
づ
き
ỏ
施
設

の
耐
震
化
に
向
け
た
取
り
組
み

も
検
討
し
て
い
く
Ố

 

ừ
問
Ử 
旧
消
防
庁
舎
と
船
倉
団
地

跡
地
は
ỏ
民
間
へ
の
売
却
を
進
め

て
い
る
が
ỏ
活
気
あ
る
街
に
な
る

よ
う
な
用
途
で
の
活
用
を
期
待

す
る
Ố
用
途
制
限
の
設
定
な
ど
ỏ

売
却
方
法
に
つ
い
て
の
考
え
は
Ố

ừ
答
Ử 
平
成　

年
度
中
に
一
般
競

27

争
入
札
で
ỏ
旧
消
防
庁
舎
と
船
倉

団
地
跡
地
を
２
つ
の
物
件
と
し

て
売
却
す
る
予
定
で
あ
る
Ố
用

途
制
限
は
設
け
ず
ỏ
民
間
資
本
に

よ
ỳ
て
活
用
さ
れ
ỏ
船
倉
地
域
全

体
の
活
性
化
に
繋
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
Ố

ừ
問
Ử 
本
年
５
月
か
ら
ỏ
全
面
施

行
さ
れ
る
空
き
家
対
策
特
別
措

置
法
に
基
づ
く
本
市
の
空
き
家

対
策
は
Ố

ừ
答
Ử 
同
法
の
成
立
に
よ
り
ỏ
利

活
用
も
含
め
空
き
家
全
般
へ
の
対

策
が
進
め
や
す
く
な
る
と
考
え
て

い
る
Ố
今
後
示
さ
れ
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
よ
り
ỏ
対
策
を
進
め
て
い

く
こ
と
に
な
る
が
ỏ
並
行
し
て
ỏ

本
市
に
と
ỳ
て
は
何
が
有
効
な
対

策
な
の
か
も
考
え
て
い
く
Ố

ừ
問
Ử 
観
光
の
目
玉
と
し
て
ỏ
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
ỏ
仮
称
ủ
西
郷
隆
盛

最
後
の
戦
い
延
岡
Ứ
の
制
作
を
検

討
し
て
は
Ố

ừ
答
Ử 
本
市
に
は
ỏ
西
南
の
役
の

歴
史
を
語
る
場
所
が
多
数
あ
る
Ố

ド
ラ
マ
制
作
に
つ
い
て
も
ỏ
県
の

フ
ỹ
ル
ム
コ
ミ
ỽ
シ
ἀ
ン
な
ど

と
研
究
・
協
議
し
た
い
と
考
え
て

い
る
Ố

 

ừ
注
１
Ử
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ồ
ク

　

生
物
圏
保
存
地
域
の
こ
と
Ố
生

態
系
の
保
全
と
持
続
可
能
な
利
活

用
の
調
和
を
目
的
と
し
て
ỏ
保

護
・
保
全
だ
け
で
な
く
自
然
と
人

間
社
会
の
共
生
に
重
点
が
置
か
れ

て
い
る
Ố

 ừ
注
２
Ử
ラ
ン
プ

　

相
互
の
道
路
を
連
結
ỏ
も
し
く

は
高
さ
の
異
な
る
道
路
間
を
連
結

す
る
た
め
の
車
道
の
こ
と
Ố

ừ
注
３
Ử
フ
ỹ
ル
ム
コ
ミ
ỽ
シ
ἀ
ン

　

映
画
等
の
撮
影
場
所
誘
致
や
撮

影
支
援
を
す
る
機
関
の
こ
と
Ố
映

画
撮
影
な
ど
を
誘
致
す
る
こ
と
に

よ
ỳ
て
地
域
活
性
化
ỏ
文
化
振

興
ỏ
観
光
振
興
を
図
る
地
方
公
共

団
体
や
観
光
協
会
等
が
事
務
局
と

な
ỳ
て
い
る
場
合
が
多
い
Ố

 

　

広
報
・
広
聴
特
別
委
員
会
が
設

置
さ
れ
て
４
年
Ố
議
会
だ
よ
り

を
多
く
の
方
に
読
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
ỏ
様
々
な
改
善
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
Ố
例
え
ば
ỏ
見

や
す
く
す
る
た
め
に
ỏ
白
黒
か
ら

２
色
刷
り
に
変
更
し
ỏ
写
真
や
イ

ラ
ス
ト
を
効
果
的
に
配
置
し
ま

し
た
Ố

　

ま
た
ỏ
親
し
み
を
も
ỳ
て
見
て

も
ら
う
た
め
に
ỏ
表
紙
の
写
真
を

シ
リ
ồ
ズ
化
し
市
内
の
観
光
ス

ポ
ỽ
ト
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
Ố

　

さ
ら
に
議
員
の
顔
が
見
え
る

よ
う
ỏ
議
会
質
問
者
の
顔
写
真
と

質
問
項
目
を
一
部
掲
載
す
る
よ

う
に
し
た
こ
と
等
で
す
Ố

　

今
後
さ
ら
に
読
み
や
す
い
議

会
だ
よ
り
に
な
る
こ
と
を
願
ỳ

て
改
選
後
の
議
員
に
バ
ト
ン

タ
ỽ
チ
し
ま
す
Ố

子
ど
も
の
貧
困
対
策

子
ど
も
の
貧
困
対
策

子
ど
も
の
貧
困
対
策

公
共
施
設
の
耐
震
化

公
共
施
設
の
耐
震
化

公
共
施
設
の
耐
震
化

旧
消
防
庁
舎
等
の
活
用

旧
消
防
庁
舎
等
の
活
用

旧
消
防
庁
舎
等
の
活
用

空
き
家
対
策

空
き
家
対
策

空
き
家
対
策

西南の役の歴史に触れる

西
郷
隆
盛
の
ド
ラ
マ
等
の
制
作

西
郷
隆
盛
の
ド
ラ
マ
等
の
制
作

西
郷
隆
盛
の
ド
ラ
マ
等
の
制
作

平成27年　3月議会

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

用
語
解
説

蓋 街崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

注
3傍聴案内

新しい議場で、本会議を傍聴しませんか？
本会議の傍聴は、自由にできます。
傍聴席には、マイクで拾った音を補聴器に
送る集団補聴システムを設置しています。

※お問い合わせは、議会事務局まで

議会中継等の案内

一般質問の様子は、生中継しています。

　【テレビ放映】
　　ケーブルメディアワイワイ　 111ch
　【ラジオ放送】
　　FMのべおか　　　　　　 88.6MHz

　このほか、本会議の内容はインターネッ
トで確認することができます。
　【会議録検索システム】
　　延岡市ホームページ
　　　　　　＞延岡市議会＞会議録検索
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磁気ループ受信機
（2台まで貸出可能）
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